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炉

・

★
　
２
月
１５
日
（
日
）
情
文
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

第
８
回
　
名
作
の
舞
台
裏

連
続
ド
ラ
マ
番
組
『
君
の
瞳
を
タ
イ
ホ
す
る
」

（フ
ジ
テ
レ
ビ
作
品
）

ゲ
ス
ト
に
当
代
人
気
の
大

ス
タ
ー
浅
野

ゆ
う
子
、
陣
内
孝
則
を
む
か
え
、
場
内
は

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
よ
う
な
熱
気
の
中
で

開
か
れ
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
関
係
者
は
大
多

亮
、
河
毛
俊
作
、
山
田
良
明
の
三
氏
が
出

演
。
司
会
は
石
橋
冠
氏
。

日
本
版

「ポ
リ
ス

・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の

面
白
さ
、
ス
ピ
ー
ド
と
ズ

ツ
コ
ケ
、
い
わ

ゆ
る
新
し
い
ト
レ
ン
デ
イ
ー
ド
ラ

マ
の
誕

生
が
こ
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
で
あ
る
。

浅
野
ゆ
う
子
に
と

つ
て
初
め
て
の
本
格

コ
メ
デ
ィ
ー
の
体
験
。
浅
野

「『
女
優
は
そ

ん
な
こ
と
は
し
な
い
』
と
思
っ
て
い
た
ら
、

☆

３
月
２８
日
（日
）
情
文
セ
ン
タ
ー
会
議
室

第

一
回
　
私
の
ベ
ス
ト
番
組

自
坂
依
志
夫
と

『
マ
ン
モ
ス
タ
ワ
ー
』

聞
き
手
　
大
山
勝
美

問
題
意
識
に
み
ち
た
作
品
の
当
事
者

（
脚
本
家
や
俳
優
、
演
出
者
）
を
主
役
に
招

き
、
選
ん
だ
作
品
を
手
掛
か
り
に
、
時
代

の

風
を
解
明
し
て
ゆ
く
映
像
と
ト
ー
ク
の
集
い
。

今
回
は
映
像

マ
ス
コ
ミ
の
主
導
権
が
映
画

か
ら
テ
レ
ビ

ヘ
移
行
す
る
時
代
を
描
い
た
作

品
の
周
辺
を
自
坂
氏
に
き
く
試
み
。

増
村
保
造
監
督
と
組
み
大
映
映
画
に
異
色

な
足
跡
を
残
し
た
氏
が

『
マ
ン
モ
ス
タ
ワ
ー
』

（
演
出

・
石
川
甫
）
成
立
の
裏
話
を
披
歴
、

「
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
怪
物
」
を
め
ぐ
る

当
時
の
テ
レ
ビ
観
は
興
味
深
い
も
の
が
あ

っ

た
。
会
場
は
ほ
ぼ
満
員

（
テ
レ
ビ
や
映
像
関

係
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
な
ど
）
で
、
テ
レ
ビ

史
的
作
品
と
時
代

の
相
関
を
考
え
る

「
私
の

ベ

ス
ト
番
組
」

へ
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て

い
た
。
次
回
を
期
待
し
た
い
。

（
編
集
部
）

『現
場
と
語
ろ
う
』
シ
リ
ー
ズ

第

一
回
『白
い
巨
塔
』
の
現
場
ス
タ
ツ
フ

◆
　
同
時

・
６
月
１２
日

（
土
）

午
後
２
時
～
６
時

◆
場
所

・
フ
ジ
テ
レ
ビ

（
湾
岸
本
社
）

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
１
１０
Ｆ

「
最
終
回
」
上
映
＝
の
ち
懇
談

出
席
者

ｏ
和
国
行
プ

ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
、
共

同
テ
レ
ビ
プ

ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
　
ほ
か

放
送
人

の
会

有
志

視
聴
人

の
会

連
載

放
送
界
多
頻
語
事
典

Ｎ
エ
ツ
チ
Ｋ
ブ

ツ
ク
ス

刊

捨

て
カ
ッ
ト
ー
，
夏
な
ら
樹
に
止
ま
る
蝉
。

秋
、
池
に
浮
か
ぶ
紅
葉
。
冬
、
は
ら
は
ら
と

〓

舞
う
雪
か
燈
々
と
二
日
月
。
春
な
ら
梅
に
鴬
。

場
面
転
換
で
花
鳥
風
月
を
あ
し
ら
う
の
が
編

集

マ
ン
の
妙
。
　
フ
一
ホ
ン
の
映
像
に
は

ハ
イ

ク
趣
味
が
あ
り
、
あ
な
ど
れ
ぬ
」
と
某
外
国

映
画
人
は
深
読
み
し
て
い
た
が
、
さ
て
さ
て
。

ヘ
イ
タ
イ
‥
・
報
道
局
の
新
人

の
こ
と
。

取
材
班
で
は

「
集
ま
れ
！
兵
隊
」
と
デ

ス
ク

が
取
材
先
を
指
名
し
て
は
ヘ
イ
タ
イ
が
散
る
。

１
１

勘
定

ワ
リ
カ
ン
は
平
等
に
割
る
が

ヘ

イ
タ
イ
勘
定
と
は
飲
み
食
い
代
を
大
々
が
支

払
う
こ
と

（
解
）
ノ
ミ
助
と
下
戸
混
在

の
報

道
局
で
は
ヘ
イ
タ
イ
勘
定
が
常
識

で
あ
る
。

ョ
シ
ノ
ヤ
ー
・
か

つ
て
連
ド
ラ
の
Ｃ
Ｐ
は

「
吉
野
家

の
精
神

で
い
こ
う
」
と
。

コ
コ
ロ

は
、
作
り
が
う
ま
い
、
制
作
費
が
安
い
、仕

事
が
早
い
。
今
は

「
吉
野
家
じ
ゃ
あ
数
字
が

取
れ
ね
え
」
と
Ｄ
は

コ
ボ
す
。
お
目
当
て
の

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
系
主
役
が
欠
け
た

「
牛
無
し
」

豚
丼
ド
ラ

マ
を
抱
え
て
る
か
ら
。

カ
ツ
丼
‥
・
某
ラ
ジ
オ
局
で
は
や

っ
た
形

容
詞
。
「
ア
イ
ツ
の
態
度
が
で
か
い
の
は
カ

ツ
丼
だ
か
ら
だ
。
だ

っ
て
お
や
じ
は
巨
大
代

理
店
Ｄ
の
重
役
だ
も

の
」
。

て
ん
ぷ
ら
は
大

学
生
、
カ
ツ
丼
は

コ
ネ
入
社

の
局
員
を
指
す
。

因
に
ア
ル
バ
イ
ト
昇
格
組
は
キ
ツ
ネ
う
ど
ん

で
、
太

っ
て
る
の
は
タ
ヌ
キ
そ
ば
と
呼
ぶ
。

コ
コ
ロ
は
、
こ
れ
が
意
外

に
大
化
け
す
る
ん

だ
な
あ
。
草
創
期
社
員
の
差
別
用
語
。

（
四
谷
亭
鳶
蛾
蝶
）
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「
デ
ジ
ダ
ル
革
命
」
と
、
あ
え
て

「
革

命
」
と
い
う
漢
字
を
用
い
る
の
に
は
訳
が
あ

る
。
あ
ま
り
に
も
急
激
な
変
革
を
も
た
ら
す

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
革
命
でヽ
デ
ジ
タ
ル
放
単
を
現
わ
に
あ

た
っ
て
は
、
受
像
機
を
買
い
替
え
る
か
、チ
ュ

ー
ナ
ー
を
つ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
白
黒

の
放
送
が
カ
ラ
ー
化
し
た
時
は
、
自
黒
の
受

像
機
で
も
放
送
自
体
は
そ
の
ま
ま
で
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
今
度
は
違
う
。
ア

ナ
ロ
グ
の
テ
レ
ビ
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
は

映
ら
な
い
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
は
２
０
１
１
年
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
視
聴
者
は
、
そ
れ
ま
で

に
受
像
機
を
新
規
の
も
の
に
変
更
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
順
調
に
移

行
出
来
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
ヽ

「
買
い
替

え
る
の
は
ま
だ
先
だ
」
と
見
る
向
き
も
相
当

あ
る
。
確
か
に
大
型
の
プ
ラ
ズ
マ
や
液
品
の

薄
型
テ
レ
ビ
は
値
段
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
よ
↑
売
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
購
買
層

の
中
心
に
な
る
、
小
型
で
低
廉
な
価
格
の
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
発
売

・
―ま
ま
だ
先
に
な
り
そ

う
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′
　
／

は
た
し
て
、
２
０
１
１
年
に
本
当
に
ア
ナ

・・
ロ
グ
放
送
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か

は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
普
及
に
か
か

っ
て

い
る
。
こ
の
点
が
ま
だ
読
み
切
れ
な
い
の
だ
。

放
送
界
の
デ
ジ
タ
ル
革
命
で
、
視
聴
で
き

る
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
は
大
幅
に
増
え
た
。
首ヽ
都

圏
で
、
今
、
い
っ
た
い
ど
れ
位
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
見
ら
れ
る
の
か
数
え
て
み
た
。

□
問
門ⅢШ
（ア
ナ
ログ
と
デ
ジ
タ
ル
は
同

一
の
も

の
と
み
な
し

て
計
算
す

る
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
総
合
と
教
育
、
日
本
テ
レ
ビ
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
フ
ジ
、
テ
レ
ビ
朝
日
、
テ
レ
ビ
東

京
、
独
立
Ｕ
局
が
東
京
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
、
・

テ
レ
ビ
神
奈
川
、
千
葉
テ
レ
ビ
、
テ
レ
せ
埼

玉
で
小
計
４
．
放
送
大
学
も
入
れ
れ
ば
合
計

で
‐２
チ
ヤ
ン
ネ
ル
。　
　
　
　
　
　
Ｉ

［‐ＢＩ園
□
（ア
ナ
爾グ
と
デ
ジ
タ
ル
は
同
一

の
も
の
と
し
て
計
算
す
る
〉

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ｌ

●
２
と

ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
、
Ｂ
Ｓ

日

テ

レ

、

Ｂ

Ｓ

朝

日

、

Ｂ

Ｓ

ｌ

ｉ

、

Ｂ

ぎ

ジ

ャ

パ
ン
、
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
、
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
、
ス
タ
ー

チ
ャ
ン
ネ
ル
。
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
は
３
チ
ャ
ン

‐ネ

ル
編
成
の
時
間
が
結
構
あ
る
の
で
、
３
つ
に

計
上
す
べ
き
か
‥
Ъ

が
出
資
）
は
今
年
３
月
に
衛
星
の
打
ち
上
げ

に
成
功
、
夏
か
ら
放
送
を
開
始
す
る
と
い
ぅ
。

こ
ち
ら
は
映
像
系
が
ニ
ュ
Ｌ
ス
ゃ
ス
ポ
ー
ッ

中
継
な
ど
９
チ
ャ
ン
ネ
ル
あ
り
、
音
声
系
は

６０
チ
ャ
ン
ネ
ル
あ
っ
て
、
視
聴
は
契
約
制
で

月
額
料
金
千
円
か
ら
二
千
円
程
度
だ
と
い
ぅ
。

家
や
会
社
だ
け
で
な
く
、
外
出
先
で
も
、
車

の
中
で
も
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
時
間
が
広

が
る
わ
け
だ
。
携
帯
向
け
と
言
え
ば
、
地
上

波
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
携
帯

・
移
動
体
向
け

放
送
も
来
年
頃
に
は
放
送
が
開
始
で
き
る
目

途
が
た
っ
た
。

話
は
ま
だ
続
く
。
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
Ｂ
Ｓ

は
２
０
１
１
年
の
放
送
終
了
が
決
ま

？
て
い

斎
藤
守
慶

る
。
そ
の
後
、
衛
星
を
デ

・ジ
タ
ル
放
送
用
に

転
用
す
る
と
し
て
、
全
部
ハ
イ
ゼ
ジ
一
ン
な

ら
、
８
チ
ャ
ン
ネ
ル
程
度
は
可
能
と
い
ゎ
れ

て
い
る
。

さ̈
ら

に
、
日
本

が
国
際
的

に
認
め

ら
れ
て
ぃ
る
新
た
な
稀
星
の
権
利
を
行
使
す

る
と
、
全
部

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
さ
ら
・

に
８
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
と
続
く
。

当
然
、
そ
の
間
に
ブ
ゴ
ー
ド
バ
ン
ド
は
ま

す
ま
す
普
及
し
て
通
信
の
世
界
で
は
、
放
送

と
同
じ
よ
う
な
映
像
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
さ
ら

に
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

視
聴
者
に
と
っ
て
は
、
選
択
の
幅
が
ま
す

ま
す
拡
が
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
放
送
事
業

者
側
に
と
っ
て
は
、
と
て
っ
も
な
い
過
当
競

争
の
中
で
、
倣
送
業
界
よ
り
資
本
力
、
体
力

が
大
き
い
通
信
業
界
と
の
大
競
争
を
繰
り
広

げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
．

‐
１
１
０
度
Ｃ
Ｓ
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
と
同

じ
ア
ン
テ
ナ
で
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
普
及
が

期
待
さ
れ
だ
が
、
ぁヽ
ま
り
伸
び
て
い
な
い
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ス
ヵ
パ
ー
系
と
日
テ

レ

，
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
系

の
２
つ
が
ぁ

っ
．た
が
、

さ
き
ご
ろ
統
合
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
前
後

に
は
不
採
算
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
撤
退
が
ぁ

っ
た
。

「
革
命
」
の
中
、
・多
チ
．さ
ン
ネ
ル
と
い
ぅ

荒
波
に
立
ち
向
か
う
に
ば
、
ゃ
は
り
魅
力
ぁ

る
番
組
内
容
で
視
聴
者
の
支
持
を
得
な
い
と

生
き
残
れ
な
い
、
と
ぃ
ぅ
こ
と
だ
ろ
う
。

ば
方
、‐
先
に
述
べ
た
今
貫
に
始
ま
る
「
モ

バ
イ
ル
放
送
」
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
し
て
も
、

一
全
く
の
新
規
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
な
く
ヽ
Ｃ

．
Ｓ
な
ど́
で
こ
れ
ま
で
出
て
い
た
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
ド

「家
で
は
Ｃ
Ｓ
で
、
出
発
や
車
の
中
で

は
モ
ォ
イ
ル
で
」
と
い
う
風
に
展
開
す
る
例

が
多
い
と
聞
く
。
競
争
力
の
あ
る
と
こ
ろ
は

幾
つ
も
の
媒
体
に
露
出
で
き
る
、
と
い
ぅ
ょ

う
に
強
弱
の
差
が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
１
●

問
題
は
全
般
的
に
Ｊ
ピ
「
卜
が
多
い
点
で

あ
ろ
う
。
い
か
に
も
番
組
ソ
フ
ト

（
コ
ン
テ

ン
ツ
）
不
足
の
感
が
否
め
な
い
。
リ
ピ
ー
ト

は
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ゃ
テ
レ
シ
ョ
ッ
プ
で
も
有

き
過
ぎ
る
点
が
気
に
な
る
。
例
え
ば

「
電
動

・

野
菜
調
理
器
」
ゃ

「ビ
ン
ポ
イ
ン
ト
シ
ェ
ー

バ
ー
」
等
夕
〈
こ
れ
は
度
を
こ
す
再
放
送
と

言
う
べ
き
で
、
視
聴
者
の
反
発
を
招
く
恐
れ

が
あ
る
。

一
　

二
ュ
ー
ス
番
組
も
Ｃ
Ｓ
で
は

「
見
損
ね
て

調

聾

舞

撫
舞

ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｖ
ｌ
９
７
で
、
合

計
２
５
９
。
た
だ
し
重
複
し
て
い
ち
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
４８
あ
る
の
で
、
実
質
合
計
は
２
１
１

チ
ャ
ン
ネ
ル
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

じ
つ
に
、
首
都
圏
で
見
ら
れ
る
テ
レ
ビ
は

２
３
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
ぁ
る
こ
と
に
な
る
。　
・

重
複
部
分
を
全
部
加
え
る
と
２
５
９
チ
ャ
ン

ネ
ル
。
こ
れ
だ
け
で
も
相
当
な
数
だ
と
思
う

諄
笏

稚

ル
放
送

（東
芝

・
ト
ヮ
タ
ｏ
日
本
テ
レ
ビ
等

放
送
論
壇
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も
い
っ
で
も
見
ら
れ
る
」
せ
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
は
い
る
。
し
か

し
、
ニ
ュ
ー
ス
素
材
が
限
ら
れ
て
お
り
、
あ

ま
り
の
リ
ピ
ー
ト
は
、
・素
材
不
足
、
内
容
の

低
下
と
い
う
評
価
を
受
け
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

こ
れ
だ
け
チ
ャ
ン
ネ
ル
ば
増
え
て
き
た
も

の
の
、
そ
れ
で
は

一
体
、
世
間
の
人
々
は
ど
．

れ
位

の
時
間
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
い
く
つ
か
の
調
査
が
あ
る
が
、
だ
い

‐
た
い
一
日
当
た
り
３
時
間
半
が
限
度
と
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
長
さ
は
長
ら
く

変
わ

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

数
だ
け
健
増
え
て
来
だ
。

こ
れ
は
ま
さ
し
く
過
当
競
争
、
供
給
過
剰

で
、
放
送
事
業
者
は
随
分
と
苦
し
い
が
、
む

だ
な
競
争
を
し
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う

か
。
正
直
に
言
え
ば
、
１
０
０
チ
ヤ
ン
ネ
ル

位
が
適
当
量
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
・

「
革
命
」
は
放
送
業
界
だ
け
で
な
く
、
プ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
持
づ
通
信
業
界
も
巻
き
込

ん
で
ま
す
ま
す
ス
ピ
ー
ド
ア
ツ
プ
し
続
け
る
．

こ
と
だ
ろ
う
。
視
聴
者
に
支
持
さ
れ
る
よ
う
　
・

（毎
日
放
送

相
談
役
名
誉
会
長
）

及
４
人
の
散
奪

６

十
書
れ
て
、
放
送
在
り
久
購
請
平

胸̈
］］輌中赫嘲榊軸̈
榊一睦介送「『一」

〉計だ一雌障れ臓科』んの
「証言」
です。

ｍ／
躊
菌
纂

戦
争
末
期
な
ん
て
も
の
は
ね
、
（陸
海
軍
）

嘲鋪螂“罐紳“り赫噛知っ彰伊紳清は

な
こ
と
し
，
べ
ら
な
い
ん
で
す
よ
、
内
容
が
。

名一』“一［一一一時̈彎つら受“紺義』

な
り
■
せ
ん
ね
」

驀

盛軸区娃議譲無解榊渕最薇胸お細＝Ч

パ旺れ“に同導機時蠅晴駒機ど静しッ軒
．

けＦ三」な獣Ю癖ユ、締瑚灯］疎型鳴榊

『け
」
設口Ｎ］
】
一
一一
［中蜘
義
瑯
「
ユ配哺

り訂
語
頭

る｝馘
鶴

ｔ
か
し
Ｆ
首
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
確
立
と
い

う
確
旦
は
あ
っ
た
が
、
組
織
体
が
ど
う
育
つ

か
な
ど
一わ
か
ら
な
か

っ
た

‥
こ

て
活
躍
す
る
日
本
電
波

ニ
ュ
ー
ス
社
の
華
々

し
い
存
在
感
は
周
知
の
こ
と
で
す
。

長
澤
泰
治

さ
ん
は

一
九
二
六
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
入
局
し
ま
し
た
。
主
計
課
を
経
て
出
征
、

四
〇
年
に
帰
還
し
報
道
部
に
転
属
。
四

一
年

報
道
班
員
と
し
て
南
方
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

７
‥
丹
羽
文
雄
さ
ん
、
海
音
寺
潮
五
郎
さ

ん
な
ど
の
作
家
や
画
家
、
新
聞
社
や
出
版
関

連
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
。
そ
れ
が

ね
、
内
緒
で
大
阪
の
八
連
隊

へ
集
め
ら
れ
、

で
、　
一
万
ト
ン
級
の
フ
ラ
ン
ス
丸

っ
て
貨
物

船
で
大
阪
港
か
ら
出
航
し
た
。
何
処

へ
行
く

ん
だ
と
聞
い
て
も
わ
か
ん
な
い
。
海
南
島
沖

合
ま
で
進
ん
で
行
き

（
中
略
）
そ
こ
で
は
じ

め
て
開
戦
を
知

っ
た
。
こ
れ
か
ら

マ
レ
ー
半

島
の
シ
ン
ゴ
ラ
敵
前
上
陸
を
決
行
す
る
部
隊

が
行
く
ん
で
、
そ
の
後
乗

っ
か

っ
て
宣
伝
を

担
当
す
る
ん
だ
と
教
え
て
も
ら

っ
た
」

長
澤

「
証
言
」
は
こ
の
あ
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指

導
下
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
社
会
部
長
時
代
、
芸
能
局

長
と
し
て
大
河
ド
ラ
マ
の
企
画
実
現
ま
で
の

ェ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
中
枢
に
関
わ

る
話
題
が
多
く
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

関
谷

則

さ
ん
。
　
関
谷
さ
ん
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
入
局
し
た
の
は
、
東
京
大
空
襲
直
後
０
四
、．

五
年
四
月
で
し
た
。
海
外
局
亜
州
部
放
送
班

で
関
谷
さ
ん
の
仕
事
は
同
盟
通
信
か
ら
０
配

信
原
稿
を
リ
ラ
イ
ト
す
る
こ
と
で
し
た
。

「
メ
た
ま
た
ま
泊
り
の
と
き
で
し
た
が
デ

ス
ク
は
い
な
い
。
入

っ
て
三
、
四
ヶ
月
で
仕

事
な
ん
て
で
き
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
原
稿
の

内
容
は
新
型
爆
弾
で
し
た
。
だ
れ
も
居
な
い

か
ら
と
に
か
く
ニ
ュ
ー
ス
を
こ
さ
え
な
き
ゃ

（中
略
）
そ
こ
に
今
福

（
ア
ナ
）
さ
ん
が
来

て
く
れ
て
、
あ
の
人
が
な
ん
と
か
ま
と
め
て

読
ん
で
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
ね
」

戦
後
、
関
谷
さ
ん
は
教
養
番
組
の
制
作
者

と
し
て
沢
山
の
仕
事
を
し
ま
す
。
例
え
ば

「
婦
人
の
時
間
」

「
番
茶
ク
ラ
ブ
」

「
趣
味

の
手
帳
」

「
日
本
史
探
訪
」
な
ど
の
制
作
状

況
や
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
著
名
人

（
柳
原
白

蓮
、
武
林
無
想
庵
、
北
大
路
魯
山
人
、
林
芙

美
子
な
ど
）
の
思
い
出
が

「
証
言
」
の
中
心

を
し
め
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
，

藤
倉
修

一　
さ
ん
。　
一
九
四
〇
年

′
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
で
入
局
．
仙
台
局
か
ら
福
島
局

へ
。

そ
れ
が
現
場
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

「
ご
承
知
の
通
り
逓
信
省
、
情
報
局
の
監

督
下
に
あ
り
ま
し
て
で
す
ね
、
禁
止
事
項
て

の
が
毎
日
の
よ
う
に
監
督
官
か
ら
来
て
で
す

ね
、
禁
止
事
項
の
合
間
を
縫

っ
て
我
々
は
放

送
し
た
ん
で
ね

（中
略
）
開
戦
と
な
る
と
更

に
そ
れ
が
増
え
、
情
報
局
か
ら
も
禁
止
事
項

は
来
る
し
、
軍
部
の
方
か
ら
も
来
る
。
だ
か

ら
、
ま
、
か
ん
じ
が
ら
め
に
な
り
毎
日
の
よ

う
に
監
督
官
か
ら
直
接
電
話
で

『
禁
止
事
項

一
本
お
願
い
し
ま
す
』

っ
て
く
る
ん
で
す
よ
」

あ
る
と
き
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
の
実
況

・
中
継
で
突
然
の
墜
落
事
故
が
あ
り
、
つ
い
本

当
の
こ
と
を
喋

っ
て
し
ま
い
、
監
督
官
に
よ

っ

て
放
送
中
断
、
担
当
の
藤
倉
ア
ナ
は
あ
や
う

、

く
ク
ビ
に
な
り
か
け
た
秘
話
が
続
く
。

さ
す
が
名
ア
ナ
の
語
り
回
は

一
篇
の

「
娯

楽
ト
ー
ク
番
組
」
で
あ
り
、
証
言
テ
ー
プ
を

是
非
と
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

戦
後
、
藤
倉
さ
ん
の

「
街
頭
録
音
～
ガ
ー

ド
下
の
女
た
ち
」
の
″
ラ
ク
チ

ョ
ウ
の
オ
ト

キ
″
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
衝
撃
は
あ
ま
り
に
も

有
名
で
す
が
、
こ
の
間
の
事
情
、
後
に
更
生

し
た
オ
ト
キ
再
会
の
話

（
「
社
会
探
訪
」
）
、

さ
ら
に

「
二
十
２
扉
｝

「
紅
白
歌
合
戦
」
な

ど
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。

◇
ｒ　
　
　
　
　
　
　
‘
◇

秦

豊

さ̈
ん

は

一
九
四
四
年
、
警
報
放
送

要
員
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
局
に
採
用
さ
れ
、

戦
後
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
正
式
採
用
さ
れ
ま

し
た
が
、
柳
澤
恭
雄

「
証
言
」
で
も
触
れ
た

五
〇
年
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
禍
で
退
局
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

「
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
は
ね
、
昭
和
二
五
年
六

月
二
五
日
朝
鮮
戦
争
が
に
勃
発
し
た
日
に
、

日
本
共
産
党
の
党
籍
を
も

っ
た
連
中
は
そ
の

-10-



日
に
す
ば

っ
と
即
日
パ
ー
ジ
だ

っ
た
で
す
ね
。

で
、
僕
た
ち
の
よ
う
に
な
ん
ら
党
籍
も
無
い
、

洪
産
党
で
．も
社
会
境

で
も
な
い
人
間
は
ど
う

い
う
扱
い
を
受
け
た
か
。
第
二
次
レ
ッ
ド
パ

ー
ジ
と
俗
称
さ
れ
ま
し
た
が
、
六
月
で
な
く

八
月
下
旬
に
で
す
ね
、
英
文
と
日
本
文
と
両

方
、
二
枚
の
辞
令
を
受
Ｌ
取
る
わ
け
な
ん
で

す
よ
」
　
　

　
　

．．
　

　

　

‐

「
そ
れ
に
は
解
職
す
る
と
い
う
文
言
は
ひ

と
こ
と
も
な
い
。

『
爾
今

一
切
日
本
放
送
協

会
全
施
設
に
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
じ
る
　
連

合
軍
最
高
司
令
部
』
、
た

っ
た
こ
れ
だ
け
な

ん
で
す
よ
」

翌
五

一
年
、
秦
さ
ん
は
開
局
を
目
前
に
し

た
民
放
、
福
岡
，
ラ
ジ
オ
九
州

（
現
Ｒ
Ｋ
Ｂ

‥

毎
日
）
に
入
社
し
ま
す
。・
慌
た
だ
し
い
開
局

の
思
い
出
、
報
道
部
門
の
整
備
な
ど
当
時
の

状
況
も
語
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
何
と
言

っ
て

も
秦
さ
ん
の

「
証
言
」
の
中
心
に
な
る
の
は

六
五
年
に
起
こ
っ
た

「
ひ
と
り

っ
子
」
事
件

で
す
。

右
翼
の
脅
迫
に
よ
る
芸
術
祭
参
加
ド
ラ
マ

の
放
送
申
止
と
い
う
こ
の
事
件
は
多
く
の
人

が
知
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
秦
さ
ん
は
プ
ロ
デ

ュ

ー
サ
ー
と
し
て
事
件

の
渦
中
に
あ
り
、
そ
の

経
緯
ヽ
裏
の
事
情
や
動
き
な
ど
、
報
道
記
者

な
ら
で
は
の
精
級
さ
で
具
体
的
に
語

っ
て
い

ま
す
。
因
に
こ
の
件
に
関
し
て
は
私
も
当
事

者
の

一
人
と
し
て
い
ず
れ

「
証
言
」
を
残
さ

ね
ば
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

テ
レ
ビ

（Ｎ
Ｅ
Ｔ
＝
テ
レ
ビ
朝
日
）
ゼ
ラ

ジ
オ

（
文
化
放
送
）
Ｑ
報
道
キ
ャ
ス
タ
ー
を

経
て
政
界
入
り
し
た
秦
さ
ん
は
、
残
念
な
こ

と
に
昨
年
夏

（
０
３
年
）
亡
く
な
り
ま
し
た
。

同
じ
時
期
、
や
は
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
レ
ッ
ド

パ
ー
ジ
に
遭

っ
た

國
枝
忠
雄

さ
ん
の

「
証

言
」
に
移
り
ま
し
ょ
う
。

図
枝
さ
ん
は

一
九
四
四
年
入
局
、
前
述
の

関
谷
則
さ
ん
と
同
じ
海
外
放
送
の
亜
州
部
に

所
属
、
後
に
編
成
部
に
移
り
ま
し
た
。

７
‥
そ
れ
で
あ
の
、　
一
番
有
名
な
録
音
盤

の
、
兵
隊
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
や
つ
て
き
て
騒
い
だ

と
き
、
あ
の
日
は
僕
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
お
っ
た
々

章けけゼＦ珪いい向猟集局が力ヽ放つ送「」．

た
し
、
そ
れ
に
内
容
も
分
か
っ
て
居
た

（中

略
）
そ
う
い
う
意
味
で
は
終
戦
前
後
の
情
報

は
十
綱
頃
か
ら
、
そ
れ
に
十
三
日
の
御
前
会

機琳粥けプ」
つ宣雫暖婦詢嘲嗅嶋「に恥

配
枝‘
さ
だ
の
，癬
証
言
］
は
こ
の
，み
と
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
指
導
に
よ
る
ク
オ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

（
‐５
分
番
組
編
成
）
の
確
立
、
ア
メ
リ
カ
流

番
組
の
導
入
な
ど
の
話
題
か
ら
五
〇
年
の
レ
ツ

ド
ぶ
―
ジ
事
件
に
及
び
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
退
局
後
、
図
枝
さ
ん
は
開
局
し
た

ば

‥力、
り
の
名
古
屋
の
中
部
日
本
放
送
東
京
支

社
に
入
社
し
ま
す
。
出
発
し
た
ば
か
り
の
民

放
に
と

っ
て
は
ア
メ
リ
カ
流
が
既
に
定
着
し

て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ま
こ
と

に
貴
重
な
も
の
で
し
た
。

「
証
言
」
で
は
放

送
部
長
と
し
て
報
道
態
勢
の
確
立
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ

の
み
な
ら
ず
民
放
各
局
に
よ
る
共
同
制
作
の

開
発
な
ど
が
語
ら̈
れ
ま
す
。
や
が
て
國
枝
さ

ん
は
Ｃ
Ｂ
Ｃ
の
社
長
、
会
長
ま
で
昇
り
つ
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

結
び
。　
柳
沢
さ
ん
、
秦
さ
ん
の
場
合
も

そ
う
で
し
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
吹
き
荒
れ
た
レ
ッ

ド
パ
ー
ジ
の
嵐
で
局
を
去

っ
た
人
々
は
、
結

果
的
に
民
放
草
創
期
の
地
固
め
と
後
の
発
展

に
寄
与
し
た
人
材
と
な

っ
た
り
、
制
作
プ′
ロ

の
母
体
作
り
に
関
わ
り
も
し
て
放
送
文
化
の

基
盤
を
創

っ
て
き
た
と
言
え
ま
す
ｏ
限
り
な

く
大
き
な
足
跡
は
あ
る
意
味
で
歴
史
の
皮
肉

と
い
う
‥気
い
一―し
な
い
で
ヽ
あ
り
■
せ
ん
。

◆

『
越
境
す
る
作
家
　
チ
エ
ー
ホ
フ
』

牧
原

純

（島
地
純
）
著

『
い
い
お
天
気
だ
こ
と
‥
・蒸
し
暑
く
は
な

い
し
‥
己
と
、
美
貌
の
エ
レ
ー
ナ
が
呟
く
と

『
首
を
吊
る
に
は
い
い
日
和
だ
‥
己

と
ワ
・

―
ニ
ャ
が
ま
ぜ

っ
か
い
し
た
。

（戯
曲
「
ワ
ー

ニ
ャ
伯
父
さ
ん
」
よ
り
）

有
名
な
シ
ー
ン
だ
。

こ
の
書
は
チ

ェ
ー
ホ
フ
４４
年
の
生
涯
と
は

ヽ

《旅
》
で
あ
り
、世
紀

へ
の
《越
境
》
と
捉
ら
え
、

悲
劇
と
喜
劇
、天
国
と
地
獄
、平
安
と
絶
望
、

オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
と

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
な
い
ま

ぜ
の
「
チ

ェ
ー
ホ
フ
は
汲
み
つ
く
せ
な
い
」

（
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
）全
貌
を
彫
琢
し
た

評
伝
文
学
。
チ

ェ
ー
ホ
フ
・
フ
ァ
ン
に

一
読
を

薦
め
た
い
楽
し
い
読
み
物
で
も
あ
る
。
，金
↓

（東
洋
書
店
　
１
８
０
０
円
）

◆

『
ラ
ジ
オ
の
学
校
ヽ
河
内

紀
　
著

ス
タ
ジ
オ
と
デ
ン
ス
ケ
、
編
集
室
に
ス
コ
ッ

チ
テ
ー
プ
。
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
鋏
と
デ
ル

マ
ト
鉛
筆
‥
豊
日
は
多
様
に
変
容
し
、
言
葉

が
乱
舞
す
る
。
河
内
紀
は
、
６０
年
代
か
ら
７０

年
代
に
か
け
て
ラ
ジ
オ
の
本
質
を
問
い
続
け

た
言
葉
の
魔
術
師
だ

っ
た
。

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
や
録
音
構
成
と
い
っ
た
既

成
の
ジ
ャ
ン
ル
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

「
音
」

を
解
放
し
、
言
葉
の
営
み
を
模
索
し
続
け
た

番
組
が

『
こ
と
ば
の
交
差
点
』

（
６８
年
４
月

～
６９
年
３
月
）
で
ぁ
り

『
ャ
ン
グ

ｏ
パ
ン
チ

・

シ
リ
ー
ズ
』

（
６８
年
４
月
～
１２
月
）だ

っ
た
。

そ
れ
ら
の
音
の
記
録
は
消
さ
れ
て
無
い
。

河
内
は
虚
空
に
去

っ
た
音
の
数
々
嗜
、
残

さ
れ
た
台
本
を
手
掛
か

・
り
に
復
元
の
書
と
し

た
。
そ
れ
が
『
ラ
ジ
オ
の
学
校
』
で
あ
る
。

単
な
る
回
想
の
記
録
で
は
な
い
。
書
斎
の

書
で
も
な
い
。
実
践
に
よ
る

「
音
」
の
文
明

論
と
し
て
彫
拓
し
た
書
で
あ
る
。

き
い
た
ふ
う
な
ラ
ジ
オ
論
は
幾
多
あ
る
も

の
の
、
こ
れ
ほ
ど
本
質
に
追

ァ
た
音
に
お
け

る
民
俗
論
を
知
ら
な
い
。
み
だ
ら
に
消
費
す

る
饒
舌
に
身
を
ま
か
せ
る
ラ
ジ
オ
の
風
潮

へ

の
痛
烈
な
、
か

っ
ュ
ー
モ
ア
に
み
ち
た
批
判

の
書
と
し
て
登
場
し
た
。

ラ
ジ
オ
現
場
必
読
の
書
と
い
っ
て
い
い
。　
・

額

摩
書
房

釧Ｊ
一

一

「政
送
人
の
証‐
〓
呂
「
町
桝
選
＝一
劇
一慮
引
‥

劇団ストイックスティック 第10回公演

☆ 事務局の小坂理紗子嬢出演 !

～劇団ス トイックスティック公演～

2004年6月 11日 (金)～ 15日 (火)

しもきた空間リバティ

i阜::‡よ:鷺 i筆:17凝■OF晶飢鮮
1

『
t:∫:菫
9ニ

どこまでもおじゃましマッシュ!?



会報掲載用・放送人の会会員一覧(2004年4月末現在)

合川明 青木裕子 赤井未美 秋田完 新井和子 安楽城格 有馬哲夫 石井清司 石井ふく子 石高健次 石橋冠 磯野恭子

機村健二 市岡康子 ―色伸夫 伊藤雅浩 井上欣也 井上良介 岩澤敏 岩下恒夫 上田千秋 ↓野満 碓井広義 歌田勝彦

宇野昭 生方恵一 浦田彰 江口展之 遠藤利男 遠藤ふき子 大蔵雄之助 太田敬雄 大原減 大原れいこ大山勝美

大類啓 岡弘道 岡崎栄 岡田晋吉 緒方陽一 岡村黎明 小J:I秀夫 沖野瞭 荻野慶人 」ヽ日昭太郎 カロ賀美幸子 各務孝

片岡敬司 片島紀男 勝部領樹 加藤滋紀 加藤静夫 金沢敏子 兼歳正英 金平茂紀 加納孝夫 上安平冽子 鴨下信一

河合肇 ‖|口和久 ′

“

口健一 J:1口幹夫 Jl胴順―

'Il竹

和夫 り:I野楠巳 ,:1平朝清 河昌厚徳 河村耳一 岸田功 JLJ【 1泰三

北川置 Jヒ出晃 Jヒ村美憲■

`村

充史 木村栄文 木村成忠 木元教子 情美昌 工藤英博 国技忠雄 Jヽ出五郎 夏玉久男

児玉孝光 後藤多間 近藤晋 今野勉 斉藤守慶 斉藤伸久 斉藤秀夫 斎明寺以率子 寒河江正 坂元良江 桜井尭雄

迫田潤子 笹川紀久難一佐々泰鰺佐徹 三 佐藤年 鰤 瞬 沢書真生 澤田隆治 沢田隆二 重延浩 静永瀧一

渋谷康生 島地純 島野功緒 清水満 下川靖夫 下重暁子 習田豊 城菊子 菅野高至 杉澤陽太郎 杉田成道 鈴木昭典

赫 紀郎司常相郎ど壱l腱韓■せん敵 じ
=憎漏
症税呵嵩島秀之

―
高橋〒郎¬印翻訂補辞識

「

滝大作

武谷雅博

土門正夫

中村季恵

信井文夫

福田雅子

松平定知

宮川鍍―

薮内広之

横山英治

田澤正稔 只野哲 田中昭男 田原英二 田原茂行 千葉勉 露木茂 鶴橋康夫 土居原作郎 戸田佳太 外崎宏司

中川幸美 中澤忠正 中島僚 中田美知子 中谷英世 中津りII輝夫 長沼士朗 長野克亮 中村敦夫 中村克史

中村耕治 中村英美子 永守良孝 新村もとを 西ヶ谷秀夫 西川 章 丹羽美之 根津武夫 野崎茂 野田宏―郎

萩野靖乃 橋口義春 林勝彦 林裕史 原由美子 原田庸之助 久野浩平 備前島文夫 ―杉丈夫 深町幸男

藤井潔 藤井チズ子 藤代勝博 藤田晋也 藤久ミネ 星田良子 堀川とんこう 松浦幸― 松尾羊一 松田輝雄

松前洋一 松本明 松本修 松本国昭 三上義智 三日章 水上毅 水野憲― 満島保夫 三村景― 三村千鶴

宮脇巌雄 明神正 村上紘一 村上雅通
・
村上佑二 村木良彦 銘刈栄昌 桃井章 森川時久 諸橋毅― 矢島良彰

山県昭彦 山崎隆保 山崎裕 山路家子 山田良明 山田尚 大和定次 山名光紀 山根基世 山本恵三 湯浅和憲

吉永春子 吉村直樹 吉村識 和田智允 和田光弘 和国洋一 佃 由美子以上226名 (2004年 4月末現在)

新
会
員
紹
介
　
一

左
記
の
方
々
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

中
澤
忠
正
　
一番
ア
レ
ビ
ユ
ー
山
形
社
長

信
井
文
夫

　
映
像
新
聞
社
会
長

中
村
敦
夫
　
参
議
院
議
員

諸
橋
毅

一
　

一ヴ
ィ
ッ
ク
代
表
取
締
役

西
川
章

　

緑
山
Ｓ
シ
テ
ィ
ー
業
務
部
長

杉
田
成
道

、
フ
ジ

編
・制
局
　
Ｅ

・
Ｐ

新
村
も
と
を
　
Ｔ
Ｖ
マ
ン
・
ユ
ニ
オ
ン

林

裕
史
　

山
陰
敷
送
東
京
支
社
長

大
類

啓
　
東
北
映
音
社
長
　
　
　
ヽ

岡
村
黎
明
　
大
東
文
化
大
学
講
師

放
送
人

句
壇

・
　

凍
久

豫
め
る

（
ま
た
は
拝
旬
、・
盃
句
、
輩
旬
、
這
旬
、

稗
旬
、
灰
旬
、
巌
句
＝
松
尾
馬
笑
選
）．

散
る
自
梅
身
を
翻
し
て
紅
梅
に

一
望
の
春
爛
漫
の
孤
独
な
り

夏
日
な
り
　
蕗
に
鶯
風
ぐ
る
み

追
伸
の
よ
う
な
試
写
会
ミ
モ
ザ
咲
き

突
風
や
花
吹
き
上
げ
る
花
の
中

犬
が
行
く
我
追
い
越
し
て
夏
風
に

過
剰
な
り
腹
に
肉
あ
り
更
衣

は
な
み
ず
き
幼
き
く
ら
い
あ
ど
け
な
し

酒
も
だ
め
煙
草
も
駄
目
な
犬
が
い
て

投
　
鶴
橋
康
夫

ジ
ジ
イ
が
二
人
、
ワ
Ｌ
プ

ロ
・
パ
ソ
コ
ン

の
打
ち
手
が
疲
れ
、五
七
五
の
悪
戯
を
。
．

シ
メ
切
り
に
追
い
か
け
ら
れ
る
薄
暑
か
な

，午
後
６
時

日
は
高
け
れ
ど
校
了
す

投
稿
に
思
わ
ず
涙

目
に
青
葉

視
郎

霞
み
目
に
誤
植
・脱
字
の
ち
ら

つ
き
て

夏
空
に
照
れ
て
首
途
の
グ
ラ
ン
プ
リ

あ
り
が
た
や

校
了
合
図
の
酒
二
盃
　
　
‐

馬
笑

注
　
視
郎

（
伊
藤
雅
浩
）
馬
笑

（
羊

一
）

い
ず
れ
も
季
語

・
季
題
無
視
の
酒
気
帯
び

戯
れ
旬
の
お
粗
末
の
べ
け
ん
や
。

日
直
し
に
再
度
鶴
橋
康
夫
の
旅
情
句
を
。

◇

ロ
ケ
ハ
ン
で
津
和
野
、
萩
探
索
に
て

萩
の
春

黒
い
板
塀
爽
竹
桃

も
う

一
度

桜
散
り
ま
す
松
陰
碑

幽
閉
の
三
畳
の
間
に
日
脚
あ
り

春
山
に
光
亡
放

つ
生
命
見
る

◎

放
送
界
俳
壇
の
名
手

西
川
章
さ
ん

（俳
名

阿
舟
）
が
み
か
ね
て
入
会
し
て
く

れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
人
放
送
人
　
句
会
》
を
立
ち

上
げ
て
み
て
は
の
声
し
き
り
。

手
初
め
に
会
員
諸
兄
の
名
旬
、
迷
句

歓
迎
。
ま
ず
は
メ
ー
ル

ｏ
ｒ
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

事
務
所
宛
て
ご
投
旬
を
是
非
々
々
。


